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平成 28 年 10月例会：次第（平成 28年 10 月 27 日開催） 

 

 
１、会長挨拶 

 

 

２報告事項 

【会員の状況】 平成 28 年 9 月 
（1）   入会者： なし 

     退会者： なし 

      異 動： なし 

          

（２） 会員の状況（28年 9月） 

       Ａ会員：135 名、 Ｂ会員：157名、  合計：292名  

 

【総  務  部】 

（1）ＣＫＤ・高尿酸血症を考える会講演会について     （総務資料 1）ﾈｯﾄｐ.1 

 

（２）「デング熱・チクングニア熱等蚊媒介感染症の対応・対策の手引き地方公共団

体向け」及び「ジカウイルス感染症のリスクアセスメント」の改訂について 
（総務資料 2）ｐ.2                                                        

（３）ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に生じた症状に係る追跡調査 

の実施（協力依頼）                  （総務資料 3）ｐ.11 

 

(４) 平成２８年度 滋賀県緩和ケア研修会の開催について    (総務資料 4)ｐ.15 

 

（５）平成２８年度 死体検案研修会（基礎）の開催について   （総務資料 5）ｐ.20 

 

（６）組み換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（酵母由来）の安定供給に係る対応について 
（総務資料 6）ｐ.24 

（７）「さぁ来い！老後」フォーラム開催について       （総務資料 7）p.25  

           

（８）滋賀の医療福祉を守り育てる県民フォーラム開催について （総務資料 8）ｐ.27 
 

（９）平成 28年麻薬取扱者の年間報告について          (総務資料 9)p.30 

 

（10）平成 28年度乳幼児健診従事者研修会（各論編）開催について  (総務資料 10)p.37 

 

（11）平成 28 年度 子宮頸がん検診従事者講習会について     (総務資料 11)p.42 

 

（12 ）人権問題研修会開催について               (総務資料 12)p.45 

   日時：平成 28年 11 月 10日（木） 

    場所：草津市立サンサンホール 3Ｆ 会議室 

    演題：「14歳でホームレス問題に出会って、19歳で起業して」 

    講師：ＮＰＯ法人 Homedoor  理事長 川口 加奈 
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（13）腸チフスの発生について                 (総務資料 13)p.49 
 

（14）平成 28 年度「健康スポーツ医学講習会（前期）」の開催について(総務資料 14)p.50 

 

（15）呼吸器疾患シンポジウム 2016 Autumn           (総務資料 15)ｐ.55 

 

（16）熊本地震被災地への義援金のお礼 
熊本地震による被災地支援のため、義援金をお願いいたしましたところ皆さまからの温かいご

厚意により多大なご支援をいただきました。皆さまのご協力に心から感謝申し上げます。 
お寄せいただきました義援金につきましては、下記のとおり熊本県庁へ寄付させていただきま

した。 

義援金総額 ２，５６８，３６２ 円 

以上、ご報告を申し上げお礼とさせていただきます。 
なお、滋賀県医師会が開設した滋賀銀行義援金専用口座は、本年 10 月 7 日を以て解約いたし

ましたので、１０月以降の義援金については、日本赤十字社または熊本県庁等の受け入れ口座へ

直接振り込んでくださるようお願いいたします。 
 
（17）アルコール健康障害にかかる医療機関の状況調査について（総務資料 16）ｐ.56 
 
（18）淡海あさがおネットの利用状況及びびわ湖メディカルネットの運用状況に 

ついて                       （総務資料 17）ｐ.64 

 
（19）第 33回滋賀医学会総会の開催について         （総務資料 18）ｐ.69 

 

（20）医療安全・医の倫理質向上にかかる研修会の開催について 

    日時:平成 29 年 2 月 9 日（木） 14：30～16：30 
    場所：県医師会 3Ｆ 会議室 
    内容：ケーススタディのグループ討議 
       ①高齢者の終末期医療について 
       ②ストーカーの情報提供について 
    ※対象：地域職域医師会担当役員 2 名程度 
（21）代議員会・表彰式・受章者顕彰会の開催について 
    日時：平成 28 年 12 月 8 日（木） 
    場所：琵琶湖ホテル 
       14：30～16：00  第 208 回臨時代議員会 3 階 「瑠璃」 
       16：15～16：45  平成 28 年度表彰式  3 階 「瑠璃」 
       17:00~             受賞者顕彰会     2 階 「ローズ」 
 
（22）滋賀県医師会ＨＰ「Google カレンダー」の設定について 

 

（23）滋賀医科大学で「形成外科」の診療開始について      （総務資料 19）ｐ.72 

 

（24）滋賀県地域医療構想における医療需要に対する医療供給（2025 年）について 

 

（25）平成 29年度 草津市・栗東市の各種けん診受診料について  (総務資料 20)ｐ.74 

 

（26）草津市健康増進課からのおしらせ            （総務資料 21）ｐ.75 

 

（27）栗東市の皆さんへ  がん検診・結核検診のご案内     （総務資料 22）ｐ.77 
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（28）滋賀県肝炎治療特別促進事業実施要綱の一部改正について （総務資料 23）ｐ.79 

 

（29）新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく特定接種の登録について 
（総務資料 24）ｐ81 

（30）平成 28 年度 第 1 回肺がん検診従事者講習会の開催について（総務資料 25）ｐ.83 

 

（31）“あおばな地域医療連携の会”開催のご案内について    （総務資料 26）ｐ.86 

 

（32）「若鮎祭」ポスター及びチラシの配布と掲示についてのお願い（総務資料 27）ｐ.88 

 

（33）草津市認知症市民講座の開催について          （総務資料 28）ｐ.90 

 

（31）新高齢者講習制度に係る広報資料の掲示について     （総務資料 29）ｐ.92 

 

 

[学  術  部] 
［医 療 安 全］ 

（１）外観の類似した薬剤の取り違えについて 
     日本医療機能評価機構から、アンプルや包装の色が類似していたことが薬剤取り違えの一つの

要因となり、患者に誤った薬剤を投与した事例が 4 件報告されているとの通知があった（集計期

間 2012年 1 月 1日～2016年 7月 31日）。以下を参考に対応していただきたい。 

①アンプルや包装の色が類似した薬剤が存在することを認識する。 

②アンプルや包装の色で判断せず、薬剤を手に取った際に薬剤名を確認する手順を決め、遵

守する。 

 

（２）医薬品の「使用上の注意」の改訂について 
     下記医薬品の使用上の注意事項が改訂された。詳細は、医薬品医療機器総合機構「ＰＭＤＡ医

療安全情報」のページに掲載されているのでご確認いただきたい。 

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision-of-pr

ecautions/0306.html 

☆平成 28年 9月 13日付 

①ナタリズマブ（遺伝子組換え）、②ナルトグラスチム（遺伝子組換え）、フィルグラスチ

ム（遺伝子組換え）、フィルグラスチム（遺伝子組換え）［フィルグラスチム後続1］、フ

ィルグラスチム（遺伝子組換え）［フィルグラスチム後続2］、フィルグラスチム（遺伝子

組換え）［フィルグラスチム後続3］、レノグラスチム（遺伝子組換え）、③ペグフィルグ

ラスチム（遺伝子組換え）、④エルトロンボパグ オラミン、⑤アファチニブマレイン酸塩、

⑥コルチコレリン（ヒト） 

 

（３）医療機器及び再生医療等製品の不具合等報告の症例の公表及び活用について 
 今般、平成28年度第1回薬事・食品衛生審議会医療機器・再生医療等製品安全対策部会に報告

された事例の一覧が公表された。公表された情報を共有し、医療機器等の安全使用の向上に役立

てていただきたい。 

 詳細は、厚生労働省HP参照。 

・「平成28年度第1回薬事・食品衛生審議会医療機器・再生医療等製品安全対策部会」議事次第

及び資料 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000135300.html 

（４）「子どもによる医薬品誤飲事故防止」に関する啓発活動への協力について 
 今般、日本製薬団体連合会が、医療従事者から、保護者や孫などが同居する家族などに配布す

ることを目的として、誤飲事故防止啓発リーフレットを作成した。 

 ついては、医療機関に対して、啓発活動に協力をお願いしたいとの依頼があった。 

 詳細は、日本製薬団体連合会HPを参照。 

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision-of-precautions/0306.html
http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision-of-precautions/0306.html
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/1190402A1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399407D1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399405A1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399405A1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399408G1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399409G1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399409G1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399411G1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399411G1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399406D1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399410G1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3399410G1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/3999028F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/4291030F1
http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/7223406D1
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000135300.html
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http://www.fpmaj.gr.jp/documents/nyp497-A_000.pdf 

http://www.fpmaj.gr.jp/documents/nyp497-B.pdf 

http://www.fpmaj.gr.jp/documents/nyp497-C.pdf 

 

 

【保 険 部】 

≪保険関係連絡事項≫ 

(1) 免疫グロブリン製剤の医療保険上の取扱いについて 【日医発第 686 号（保

144）】 
    （県医師会報 10 月号「保険」のページ P.40に掲載済） 

    ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載済 

      http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 

 

 (2) エチゾラム及びゾピクロンの投薬期間の制限について 【日医発第 805号（保

169）】 

    （県医師会報 11 月号「保険」のページ掲載予定） 

    ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載済 

      http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 

    →詳細は添付の資料を参照 
 
 (3) 公知申請に係る事前評価が終了し、医薬品医療機器等法に基づく承認事項の一

部変更承認がなされた医薬品の保険上の取扱いについて 【日医発第 685 号

（保 143）】 

    （概要は県医師会報 10月号「保険」のページ P.40～P.41に掲載済） 

   ※厚生労働省ホームページに掲載済 

     http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T160929S0030.pdf 
 
   ※日医ホームページに掲載される予定 

http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 

 

 (4) 材料価格基準の一部改正等について 【日医発第 696 号（保 147）】 

  （新たに機能区分及び保険償還価格が設定された医療機器等−平成 28 年 9 月 1

日適用−） 

    （詳細は日医雑誌 11 月号を参照） 

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「新たに保険適用が認められた検査・

医療機器等」のコーナーに掲載される予定 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/ 

 

 (5) 医療機器の保険適用等について（９月１日保険適用分）及び「医療機器の保険

適用について」の一部訂正について 【日医発第 697 号（保 148）】【日医事務

連絡（保 149）】 
 

 (6) 日野町福祉医療費助成制度「小中学生」の対象者拡充について 

    （県医師会報 10 月号「保険」のページ P.41～P.42に掲載済） 

   ◆拡充対象者：【平成 28 年 10月 1 日から拡充】 

    従来の小学校児童に加えて、中学校１年生～３年生までの子どもも対象とする 

    （但し、他の福祉医療費助成制度等の対象となる場合は除く） 

   ◆自己負担金： 

http://www.fpmaj.gr.jp/documents/nyp497-A_000.pdf
http://www.fpmaj.gr.jp/documents/nyp497-B.pdf
http://www.fpmaj.gr.jp/documents/nyp497-C.pdf


 5 

     通院：１レセプト当たり 月５００円（※但し、調剤報酬明細書には適用しない） 
     入院：なし 
   ◆受給券：オレンジ色 

    ◆備 考：一部負担金の取扱いは小学生医療から変更はない 
 

 (7) 平成 28 年鳥取県中部地震による被災者に係る被保険者証等の提示等について 

                          【日医常任理事通知（170）】 

 (8) 予防接種の費用の取扱い、および抗インフルエンザ薬を予防目的で投与する際

の留意点について 

    （県医師会報 10 月号「保険」のページ P.45掲載済） 

 

〔研修会等関係〕 

 (9) 集団指導（新規指定時・指定更新時）について 
       平成 28年１１月１６日（水） 13：30〜14：30、15：00〜16：00 

                     ※本年度は対象医療機関数の関係で二部制となる 

       於．大津びわ湖合同庁舎 １階 共用会議室① 

         （大津市京町三丁目 1-1） 

    ☆対象保険医療機関数：１０３件 

      ①H28.5.1から H28.9.30 までの間に新規指定を受けた保険医療機関 １３件 

      ②H28.4.2から H28.10.1 までの間に指定更新を受けた保険医療機関 ９０件 

    ☆指導形式：集団講義方式  〔通知対象２１医療機関 、49新規登録保険医〕 
 
    ・厚労省近畿厚生局の指導の平準化の下、近畿厚生局滋賀事務所、滋賀県医療保険課の共同

により、新規指定時および指定更新時の集団指導が実施される 

    ・開催通知が届いた会員医療機関は可能な限り管理者の先生にご出席いただきたい。 

 

 

[公 衆 衛 生 部] 
［地  域  保  健］ 
（１）麻しんの広域的発生に伴う医療機関での対応について 

 全国各地で広域的に麻しん患者が発生しており、医療機関等におかれては、平時からの体制整

備を含めた適切な感染拡大防止策を講じることが必要となることから、逐次厚生労働省ならびに

国立感染症研究所から発せられる情報を参考に感染拡大防止にご協力願いたい。 

  ・医療機関での麻しん対応ガイドライン（第六版：暫定改訂版）国立感染症研究所 

 http://www.nih.go.jp/niid/ja/guidelines.html   

  ・感染症発生動向調査への麻しん報告例 

  ・麻しんＱ＆Ａ（最終改定：平成 24年 4 月 21日）厚生労働省 

http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/hashika/ 

 

（２）一般財団法人化学及血清療法研究所に対する報告命令等について 
 今般、厚生労働省は、一般財団法人化学及血清療法研究所（化血研）に対する報告命令等を行

い、同省よりプレスリリースがなされたので情報提供する。本件は、化血研に無通告で立入検査

を行い、その結果エンセバック皮下注用（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）について、製造販売

承認書の記載と一部異なる製造を行っていたことが確認され10月4日付けで報告命令等を行った

ものである。最終製剤の品質及び安全に対して影響を与えないことを確認しているとの事である。 

 今後の対応について下記の情報を参考に確認願いたい。 

  厚生労働省HP http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000138755.html 

 

 

3.講演会・研修会等のご案内について            （総務資料 30）p．94 

 
4.１０月以降の行事予定表                  （総務資料 31）ｐ.96 

 

http://www.nih.go.jp/niid/ja/guidelines.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000138755.html
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☆★☆ 医協連絡事項 ☆★☆ 

 

会員制リゾートホテル「ザ グラン リゾート」新規提携のご案内 
医師協同組合が法人会員となり、会員制リゾートホテル「ザ グラン リゾート」をご利用いただけ

るようになりました。組合員の先生方はもちろん、勤務医の先生、従業員様、ご家族様もご利用いた

だけるサービスとなっております。 

ご利用方法等詳しい内容につきましては、医協ホームページのバナーから、または医協ニュース 10 月

号の折り込みチラシをご覧ください。 

 
「2017年度版 特選医学和雑誌」年間購読キャンペーンのご案内 
医学和雑誌のご購読は、医師協同組合でのお申し込みがお得で便利です。 

お得な年間購読価格よりさらに特別割引があり、しかも送料無料です。また代金は組合登録口座から

引去いたしますのでお支払いも安心です。なお、ご注文締切は 11 月 28 日（月）となっておりますの

でお願いいたします。 

例年大変ご好評いただいておりますキャンペーンにつき、是非この機会にご利用ください。詳しくは

医協ニュース 10月号同封のカタログをご覧ください。 

 
年末に向けた節税対策のご案内 
「平成 28年度確定申告に間に合う節税対策」として 2 種類の商品をご用意しておりますので、是非ご

加入をご検討下さい。 

ご加入にあたって諸条件がございますので、福祉課までお問い合わせ下さい。 

①≪小規模企業共済制度≫ 
個人事業主の退職金積み立てとして利用でき、年間最大 840,000 円の所得控除が 受けられます。配

偶者等の共同経営者もご加入頂けます。 

②≪確定拠出型年金（401K）≫ 

老後の積立として利用でき、年間最大 816,000円の所得控除が受けられます。 

小規模企業共済とは別枠で加入できます。 

拠出限度額（第 1号被保険者：月額 68,000円・第 2号被保険者：月額 23,000円） 

※医協ニュース 10 月号にも掲載しておりますのでご覧ください。 
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